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要 約

宮崎大学で剖検された雄牛の3,887例 中18例(0.46%)に 尿道下裂が認められ,そ のうち15例 は会陰部,2例 は陰

嚢周囲部,1例 は陰茎亀頭部の尿道下裂であった.18例 中16例 には他の合併奇形が認められ,直 腸肛門奇形が9例,心

血管奇形が8例,潜 在精巣が7例 に合併していた.キ ーワード:牛,尿 道下裂,奇 形複合.
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尿道下裂は尿道が陰茎亀頭の正常な位置より近位で,

陰茎の腹側面に異常開口する雄の泌尿生殖器系の一般的

な先天異常である[1,2].本 異常は胎生期に尿道溝の左

右に位置する尿生殖 ヒダが癒合 して尿道を形成する過程

で発育停止をきたしたもの[3]と 理解 されている.人

の場合,尿 道下裂は出生男児の0.27～4.64%[2,4-6]

に認められ,そ の発生頻度には地域差[5]や 人種差[6]

のあることが知 られている.人 の尿道下裂は異常口の位

置によって種 々の分類がなされている[1,4,5,7-10]

が,そ れに基づ く症状は一般的に異常口が正常尿道口に

近いものほど軽 く,遠 ざかるほど重度 といわれている

[1,9,10].人 では治療を必要としない軽症の尿道下裂

もあるが,重 症のものでも安全で満足の得られる外科的

矯正がなされている[1].

人以外の動物における尿道下裂の報告は乏 しく,食 肉

処理場で処理された羊の0.23%[3]と 周産期に死亡し

た子羊の0.27%[11]の 他,6例 の羊[12-16],動 物

病院で診察された66例[17]と5例[18-20]の 犬,雄

型間性山羊の14例 中9例[21]で 尿道下裂が認められ

ている.牛 では食肉処理場で処理 された雄牛968例 中3

例(0.31%)[22],生 殖機能検査 を受けた雄牛10,940

例中19例(0.17%)[23],種 々の先天異常のため剖検

された牛の1,122例 中2例(0.18%)[24]で 尿道下裂

の発生が知 られている.ま た母牛が母娘関係の子牛で,

ともに直腸肛門奇形を合併 した尿道下裂の2例[25],5

歳の会陰部尿道下裂[26],潜 在精巣を伴 う10カ 月齢の

会陰部尿道下裂[27],3歳 の陰嚢周囲部尿道下裂[28]

などが牛の症例として報告されている.著 者は宮崎大学

で剖検 した子牛に認められた尿道下裂について解剖学的

に検索した.

材 料 お よ び 方 法

材料は1979～2007年 に種々の原因で死亡または淘汰

され,宮 崎大学で剖検された雄牛3,887例 である.こ れ

らの牛には少数例の妊娠末期胎子 と成牛 も含まれている

が,大 多数例は12カ 月齢未満の子牛で,そ れ らを肉眼

的に検索 した.

成 績

1979～2007年 に宮崎大学で剖検された雄牛3,887例

中18例(0.46%)に 尿道下裂が認められた.そ の出現

頻度を牛種別にみると,黒 毛和種では3,125例 中14例

(0.45%),ホ ルスタイン種 は736例 中2例(0.27%),

ホルス タイ ン種 と黒毛和種の交雑種 は211例 中2例

(0.95%)で,ジ ャージー種の5例 に尿道下裂は認めら

れなかった.こ れら尿道下裂を示 した子牛の剖検時の年

齢は妊娠満期の死産胎子～生後3カ 月齢であった.

牛の尿道下裂18例 のうち15例(症 例1～15)は 会陰

部,2例(症 例16,17)は 陰嚢周囲部,1例(症 例18)

は陰茎亀頭部尿道下裂であった.会 陰部尿道下裂15例

の解剖学的所見は類似 していた.こ れ ら15例 の尿道は

肛門から陰嚢の問で,多 くの場合は肛門に近接 して異常

開口していた.こ の異常開口した尿道口より前位は包皮

の先端にいたるまで腹壁正中の皮膚が癒合することなく

離開していた.ま た異常尿道口より前位の尿道 も腹側面

が包皮の基部まで離開し,尿 道の粘膜面が腹壁正中の外

表面に露出していた(図1).陰 嚢は正中で左右に分離 し

て陰嚢分裂を示 し,潜 在精巣を示 した6例 を除く9例 で
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図1会 陰部尿道下 裂(症 例4)の 腹 側面.

GL:腹 側面が離 開 した包皮 内で陰茎

亀頭様 に肥厚 した陰茎海綿 体LS:左

陰嚢OR:異 常尿 道口RS:右 陰嚢

図2牛 体 を傍正 中で縦断 し,会 陰部尿道

下裂(症 例2)の 詳細 を示す.

AN:肛 門CA:陰 茎 海 綿 体

CO:左 精 索OR:異 常 尿 道 口

PE:尿 道 骨 盤 部SC:左 陰 嚢

UR:腹 側面が離 開 した尿道

は左右の陰嚢にそれぞれ1個 の精巣を収容 していた.陰

茎海綿体は発育が悪 く,そ の腹方に位置する離開した尿

道を包むことなく,尿 道の背位に沿って前走し(図2),

多 くの場合は体表に現れることなく包皮近 くの皮下組織

内で終末 していた.一 部の症例では陰茎海綿体の前端は

離開した包皮内に現れ,陰 茎亀頭様に小さく肥大してい

図3陰 嚢周囲部尿道下 裂(症 例17)の 腹側面.

PR:腹 側面が離 開 した包皮SC:陰 嚢

UM:臍

図4亀 頭部尿道下 裂(症 例18)の 腹

側面.

GL:離 開 した包皮 内で腹後 方

へ 強 く屈 曲 した陰茎亀 頭LS:

左 陰嚢RS:右 陰嚢UM:臍

た(図1).陰 茎後引筋は欠損し,陰 茎S状 曲は形成され

ていなかった.

症例16は 直腸肛門奇形で肛門は閉鎖 していた.本 例

は肛門の位置 を示す浅い肛門窩の下方2cmの 部位か ら

陰嚢の前方1cmの 部位までが幅3cmに わたって皮膚が

欠損 し,陰 嚢分裂を示していた.陰 嚢より前位の皮膚を
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表1牛 の尿道下裂と合併奇形

欠損 した部位は左右両側の皮膚が低いヒダを形成 し,こ

の皮膚欠損部は腹面が離開 した包皮であった.尿 道は重

複尿道で,重 複陰茎を伴っていた.右 尿道は膀胱の右後

端か ら起始 し,尿 道骨盤部を経て骨盤腔を出たのち会陰

部に達したが,前 記15例 の会陰部尿道下裂の場合 と同

じく尿道は右陰茎の海綿体に包まれることはなかった.

その後,右 陰茎の海綿体 と右尿道は背腹に並んで皮膚を

欠損 した部の皮下組織中を前走し,陰 茎海綿体は分裂し

た陰嚢の直後の皮下組織中で終末 し,尿 道はその部で体

表に異常開口していた.左 尿道は膀胱の左後端か ら起始

し,骨 盤腔を出たのち,正 常例の場合 と同じく会陰部で

左陰茎の陰茎海綿体で包まれていた.こ の左陰茎は皮膚

を欠損 した部位の皮下組織中を前走,さ らに分裂 した陰

嚢間を前走 し,陰 嚢の前位で離開 した包皮内に現れ,陰

茎亀頭 を形成することなく鈍端 として終末していた.こ

の左陰茎の前端には左尿道の外尿道口が存在 していた.

症例17は 会陰部および陰嚢に皮膚の離開は存在 しな

かった.本 例では陰嚢付着部の前端から臍までの中間部

までの皮膚 と尿道が離開し,そ の後端に尿道が開口して

いた(図3).陰 茎海綿体は体表に露出することはなかっ

た.

症例18は 肛門の直下から包皮の先端までの皮膚が離

開していた.陰 茎は皮膚が離開した部位の皮下組織中を

前走し,腹 面が離開した包皮内に現れ,陰 茎亀頭を形成

して終末していた.陰 茎亀頭の腹側面には短い尿道突起

が形成され,そ の基部と分裂 した陰嚢の前端は索状物で

結合 され,陰 茎亀頭 は腹後方へ強 く屈曲していた(図

4).

尿道下裂を示 した牛は他の先天異常 を示すものが多

く,18例 中16例 には種々の先天異常が合併 していた

(表1)が,特 に直腸肛門奇形が9例,心 血管奇形が8例,

潜在精巣が7例 に合併 していた.な お合併 していた直腸

肛門奇形の9例 はいずれ も直腸と泌尿生殖器との異常連

絡のない単純な肛門閉鎖であった.

考 察

尿道下裂は尿道が正常な位置より近位で陰茎の腹側面

に異常開口する先天異常[1,2]で,人 では出生男児の

0.27～4.64%[2,4-6]に 認められている.牛 では食肉

処理場で処理された雄牛の968例 中3例(0.31%)[22]

と生殖機能検査を受けた雄牛10,940例 中19例(1.17%)

[23]に 尿道下裂が認め られている.宮 崎大学で剖検 さ

れ た雄牛 に関す る今回の検索では3,887例 中18例

(0.46%)に 尿道下裂が認められ,牛 における本異常の

発生頻度は人の場合 とほぼ等しいと考えられた.

人の尿道下裂は異常尿道口の位置によって分類 され,

異常口が陰嚢より前位,特 に亀頭部に存在するものが多

く,会 陰部尿道下裂は少ない[1,4,5,7-10]と いわれ

ている.牛 における過去の報告例では会陰部4例[26-

28],陰 嚢周囲部1例[25],亀 頭部3例[22]の 他,生

殖機能検査 を受けた雄牛19例 に認められた尿道下裂の

多 くは亀頭部である[23].今 回観察した牛の尿道下裂

は18例 中15例 が会陰部,2例 は陰嚢周囲部,1例 は腹

側面が離開した包皮内に腹後方へ強 く屈曲した亀頭が露

出した亀頭部尿道下裂であった.今 回は包皮が正常に形

成された症例においては,亀 頭部の検索はしなかった.
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したがって包皮が正常に形成された亀頭部尿道下裂は見

逃した可能性が考えられた.な お,羊 における尿道下裂

は32例 中25例 が会陰部[3,11-15],6例 は陰嚢周囲部

[3,16],1例 は陰茎部[11]で あったと報告されてい

る.人 では尿道下裂の症状は異常口が正常な位置から遠

ざかるほど重度[1,9,10]と いわれている.今 回観察

した牛18例 のうち症例12の 死産胎子を除けばいずれも

異常尿道口からの排尿が認められたが,症 例18で は要

力的に排尿 した尿は後方に向かって少量ずつ排泄 されて

いた.な お,会 陰部尿道下裂の1例 の牛が潜在精巣摘出

後に10カ 月齢で家畜市場の平均価格を上回る価格で販

売された報告[28]が ある.

羊では尿道下裂を伴わない陰嚢分裂と真の尿道下裂の

関連性について論議 されている[3].今 回の雄牛の観察

で,尿 道は正常に形成された包皮内の亀頭に開口してい

たが,肛 門直下から包皮基部までの腹壁正中の皮膚が離

開し,陰 嚢分裂を示 したものが2例,ま た腹壁の皮膚は

癒合していたが陰嚢分裂を示したものが2例 で認められ

た.こ れらは発生学的に尿道は正常に形成されたが,腹

壁の皮膚が正中で癒合する過程で発育停止 したものであ

り,尿 道下裂 との中間型(移 行型)と 考えられた.

尿道下裂には他の先天異常を合併することが多 く,人

では尿道下裂の44.4%[1]ま たは5.8%[9]に 停留睾

丸,3.3%[1]ま たは0.6%[9]に 直腸肛門奇形,羊

では70%に 直腸肛門奇形[11],犬 では10.6%に 潜在

精巣,7.6%に 直腸肛門奇形[17]が 合併 している.今

回の観察では尿道下裂の牛18例 中9例 に直腸肛門奇形,

8例 に心血管奇形,7例 に潜在精巣が合併 し,合 併奇形

が存在 しないものはわずか2例 のみであった.

尿道下裂の発生原因として,人 では遺伝[1,4,8],

染色体異常[9],胎 児の母体内でのプロゲスチン[7]

や殺虫剤[29]に 対する暴露 胎児のアンドロゲン分泌

不全[9]な どが知られ,牛 でも遺伝性 と考えられた尿

道下裂の報告[25]が ある.し か し,今 回の観察では牛

の尿道下裂の原因については特定できなかった.
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Anatomical Examination of Hypospadias in Cattle

Takayuki MURAKAMI•õ

Faculty of Agriculture, Miyazaki University, 1-1 Gakuen Kibanadai Nishi, Miyazaki-Shi, 889-2192, Japan

SUMMARY

Among 3,887 bull calves necropsied in Miyazaki University, hypospadias were observed in 18 (0.46%) bull
calves, including 15 with perineal, two with periscrotal and one with glandular hypospadias. Sixteen of 18
calves had associated defects including anorectal anomalies in nine, cardiovascular anomalies in eight and
cryptorchidism in seven calves. -Key words: cattle, hypospadias, malformation complex.
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